
　7月5日、宮ノ後保育所でプール開きがおこなわれ

ました。 

　梅雨空の影響で数日間延期され、待ちに待ったこ

の日、ヨーヨーつりやおもちゃの魚つりを楽しみ、

子どもたちの元気な声と笑顔があふれていました。 

 

笑顔いっぱい プール開き 

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 

小学生ドッジボール大会など 
みんなの広場 

明るい選挙啓発ポスターと標語を募集など 

10月1日現在で実施します 
国勢調査を実施 
会長に西田さん、職務代理に吉村さんを選出 

INFORMATION

高野山参詣の旅（1） 
ふるさとの旅日記 

総合計画の審議会を設置 

2005 平成17年 

6P

4P

11P

18P

2P

2005 平成17年 
AUGUST
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総
合
計
画
審
議
会
委
員
　
＝
敬
称
略
・
順
不
同
＝
 

◆
会
長
＝
西
田
毅
 

◆
職
務
代
理
＝
吉
村
康
 

▽
第
１
号
委
員
（
町
議
会
が
推
薦
す
る
町
議
会
議

員
）
 

　
籔
内
權
一
、
北
村
政
雄
 

▽
第
2
号
委
員
（
関
係
行
政
機
関
・
委
員
会
・
団

体
等
の
役
職
員
）
 

　
柴
田
一
宏
、
田
口
嗣
郎
、
樋
口
一
郎
、
稲
田
静

　
賢
、
貝
路
文
江
、
西
田
毅
、
稲
村
正
樹
、
奥
田

　
富
和
、
小
嶋
信
彌
、
依
田
博
、
河
原
　
博
之
、

　
野
村
修
三
 

▽
第
3
号
委
員
（
識
見
を
有
す
る
者
）
 

　
小
嶋
眞
由
美
、
�
川
倫
子
、
山
田
和
代
、
吉
村

　
康
、
勝
田
安
一
、
曽
束
惠
子
、
今
村
祐
嗣
 

▽
第
4
号
委
員
（
町
の
職
員
）
 

　
　
瀬
暉
夫
 

            　
第
4
次
総
合
計
画
は
、
町
の
最
も
基
本
と
な
る

将
来
計
画
で
、
平
成
18 
年
度
か
ら
10 
年
後
の
平
成

27
年
度
を
目
標
年
次
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
と
な
る
「
人
口
フ
レ
ー
ム
」
や
「
土
地
利
用
構

想
」
、
10 
年
間
で
特
に
優
先
し
て
推
進
す
る
「
重

点
目
標
」
な
ど
を
示
し
た
計
画
で
す
。
 

　
今
回
意
見
を
求
め
た
原
案
は
、
平
成
16 
年
度
か

ら
調
査
を
お
こ
な
い
、
特
に
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

住
民
と
の
協
働
・
連
携
を
基
本
と
し
て
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
中
高
生
ア
ン
ケ
ー
ト
、
さ
ら
に
は
住

民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
会
議
や
住
民
懇
談

会
な
ど
の
意
見
を
集
約
し
て
と
り
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
 

　
こ
の
日
の
審
議
会
で
は
、
町
長
か
ら
各
委
員
へ

の
委
嘱
書
交
付
の
あ
と
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
会

長
に
西
田
毅
さ
ん
、
職
務
代
理
に
吉
村
康
さ
ん
が

選
出
さ
れ
、
坂
本
町
長
か
ら
会
長
へ
原
案
に
つ
い

て
の
諮
問
（
意
見
を
求
め
る
こ
と
）
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
 

 　
引
き
続
き
、
事
務
局
か
ら
原
案
の
策
定
経
緯
や

内
容
の
説
明
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
今
後
の
日
程
な

ど
に
つ
い
て
報
告
と
協
議
が
あ
り
、
来
年
１
月
を

め
ど
に
9
回
の
調
査
・
審
議
を
お
こ
な
い
、
答
申

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

　
総
合
計
画
審
議
会
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
 

 

　
町
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
久
御

山
町
第
4
次
総
合
計
画
」
の
基
本
構
想
原
案
を
策
定
。
平
成
17
年
6
月
30
日
に

町
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
、
識
見
者
な
ど
22
人
か
ら
な
る
総
合

計
画
審
議
会
の
第
1
回
会
議
を
開
催
し
、
原
案
に
対
す
る
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
 

　
同
審
議
会
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
原
案
を
調
査
・
審
議
し
、
来
年
1
月

を
め
ど
に
、
町
に
意
見
を
答
申
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

　町では、総合計画審議会に諮問した「第4次総合計画基
本構想原案」について、広く住民のみなさんに計画の概要
をお示しするとともに、改めてご意見やご提言をいただく
ため、「パブリックコメント（意見募集）」を実施します。 
　計画の概要と意見募集用紙は、この広報くみやま8月1日
号に挟み込んでいます。 
　総合計画は、将来のまちづくりの基本となる計画です。
ぜひご覧いただき、ご意見やご提言をお寄せください。 
　お寄せいただいたご意見などは、現在審議中の総合計画
審議会へ参考資料として提出させていただくとともに、計
画への対応や考え方を町ホームページ等で公表していくこ
ととしています。 
　よりよい計画とするため、みなさんのご意見などを多数
お寄せください。 
問い合わせ／企画財政課 

基本構想原案に対して 
ご意見・ご提言をお寄せください 

第
4
次
総
合
計
画
の
 

　
　
審
議
会
を
設
置
 

会
長
に
西
田
さ
ん
、職
務
代
理
に
吉
村
さ
ん
を
選
出
 

第4次総合計画基本構想原案 パブリックコメント 
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夏
場
は
、
エ
ア
コ
ン
の
つ
け
っ
放
し
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
多
く
消
費
さ
れ
る
季
節
で
す
。
 

　
そ
こ
で
、
省
エ
ネ
対
策
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

①
冷
房
中
の
室
温
は
28 
℃
を
下
回
ら
な
い
よ

　
う
温
度
調
節
に
努
め
る
 

②
不
必
要
な
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
控
え
る
 

③
お
風
呂
は
効
率
よ
く
入
る
 

④
電
気
製
品
の
主
電
源
を
こ
ま
め
に
切
る
 

⑤
給
湯
温
度
を
低
く
設
定
す
る
 

⑥
冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め
過
ぎ
ず
効
率
的
に
使

　
用
す
る
 

⑦
洗
濯
機
・
掃
除
機
の
効
率
的
な
使
用
を
心

　
が
け
る
 

⑧
照
明
は
こ
ま
め
に
消
灯
す
る
 

⑨
近
く
に
出
か
け
る
時
は
徒
歩
ま
た
は
自
転

　
車
を
利
用
す
る
 

 ▽
ご
存
じ
で
す
か
？
 

　
河
川
か
ら
水
を
く
み
上
げ
て
浄
水
場
で
き

れ
い
な
水
に
し
、
蛇
口
ま
で
届
け
て
く
れ
る

上
水
道
。
そ
の
運
用
に
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ほ
と
ん
ど
が
電
力
で
す
。
 

　
節
水
は
、
水
資
源
を
節
約
す
る
と
と
も
に
、

電
力
の
節
約
に
も
な
り
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
削
減
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
 

身
近
な
こ
と
か
ら
 

　
は
じ
め
ま
し
ょ
う
 

夏
の
省
エ
ネ
 

夏
の
省
エ
ネ
 

【第1次試験】 
日時／9月18日a　午前9時から 
場所／久御山町役場 
試験内容 
・事務職①・②…教養試験、事務適性検査、
　集団面接（事務職①のみ教養試験、事務適
　性検査結果上位者について後日実施します） 
・調理員…教養試験、労務適性検査 
・保育士・幼稚園教諭…教養試験、専門試験 
・消防職…教養試験、消防適性検査 
【第2次試験】 
日時・場所／11月上旬を予定。第1次試験合
　　格者に文書で通知します。 
試験内容／作文試験、面接試験、体力試験（消
　　防職員のみ） 
�受験申込書 
　受験申込書は総務課にあります。また、町
ホームページ（h t t p : / /www . t own . k um i  
y a m a . k y o t o . j p ） からもダウンロード
できます。 
�受付期間 
　受験申込書に必要事項をご記入のうえ、必
要書類を添えて8月8日bから19日fまでに、
総務課へ提出してください。郵送による受け
付けは、おこないません。 
※土曜日、日曜日を除く、午前8時30分から
　午後5時まで。 
�問い合わせ 
　詳しくは、総務課へお問い合わせください。 

▽  
▽  

▽  

▼募集内容 

 

 

①年齢　昭和54年4月2日から昭和63年4月1日までに生まれた人 

②学力　高等学校卒業程度以上の学力を有する人 

①年齢　昭和50年4月2日から昭和63年4月1日までに生まれ、高等 

　　　　学校卒業程度以上の学力を有し、次の要件を満たす人 

　1　身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が1級から6級 

　　までの人 

　2　自力により通勤ができ、介護者なしに職務の遂行が可能な人 

　3　活字印刷文（点字は除く）による出題に対応できる人 

①年齢　昭和45年4月2日以降に生まれた人 

②学力　高等学校卒業程度以上の学力を有する人 

③資格　調理師免許を有する人または平成18年3月末日までに同免 

　　　　許取得見込みの人 

①年齢　昭和54年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた人 

②学力　高等学校卒業程度以上の学力を有する人 

③資格　保育士、幼稚園教諭の資格・免許の両方を有する人または 

　　　　平成18年3月末日までに同資格および免許取得見込みの人 

①年齢　昭和54年4月2日から昭和63年4月1日までに生まれた人 

②学力　高等学校卒業程度以上の学力を有する人 

③通勤時間　おおむね１時間以内 

④身体基準 

　身長―男性：160㌢以上　女性：155㌢以上 

　体重―男性：50㌔以上で身長と均衡がとれていること 

　　　　女性：45㌔以上で身長と均衡がとれていること 

　視力―両眼ともそれぞれ裸眼で0.6以上の人または裸眼0.1以上で 

　　　　かつ矯正視力が1.0以上の人 

　その他―身体に職務遂行上支障がないこと 

受　　　験　　　資　　　格 
 

若干名 

1名 

採用予定 
人　　員 

事務職① 

事務職② 
身体障害 
者を対象 

1名 調理員 

1名 消防職 

若干名 
保育士 
幼稚園教諭 

 

 （　　　　） 

試験職種 

申請書交付期間 

受け付け期間  

8月1日bから 

8月8日b～19日f 平成18年4月1日採用予定の久御山町職員採用試験を、次のとおり実施します。 

久御山町の 
職員を募集します 
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任
期
満
了
に
伴
う
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は

7
月
5
日
に
告
示
さ
れ
、
同
日
午
後
5
時
に
立
候

補
届
を
締
め
切
っ
た
結
果
、
定
数
（
15 
人
）
ど
お

り
の
立
候
補
が
あ
り
、
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し

た
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ
る
委

員
15 
人
、
町
議
会
推
薦
4
人
、
京
都
や
ま
し
ろ
農

業
協
同
組
合
推
薦
１
人
、
京
都
南
部
地
域
農
業
共

済
組
合
推
薦
１
人
、
巨
椋
池
土
地
改
良
区
推
薦
１

人
、
合
わ
せ
て
22
人
の
委
員
で
構
成
、
運
営
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
任
期
は
、
平
成
20
年
7
月
19 
日
ま
で
の
3
年
で

す
。
 

　
ま
た
、
7
月
20
日
に
開
か
れ
た
臨
時
農
業
委
員

会
で
、
会
長
に
奥
田
富
和
さ
ん
、
職
務
代
理
に
小

嶋
信
彌
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

　
新
し
い
農
業
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
 

＝
敬
称
略
・
順
不
同
＝
 

▽
選
挙
に
よ
る
委
員
 

　
小
笹
　
勝
治
（
62
歳
・
東
一
口
）
　
新
 

　
内
田
　
伸
男
（
56
歳
・
東
一
口
）
　
新
 

　
中
木
　
　
隆
（
55
歳
・
島
田
）
　
　
現
 

　
岡
本
　
憲
治
（
57
歳
・
相
島
）
　
　
新
 

　
田
中
安
太
郎
（
65
歳
・
中
島
）
　
　
現
 

　
河
村
　
　
　
（
67
歳
・
坊
之
池
）
　
新
 

　
山
田
　
光
夫
（
57
歳
・
市
田
）
　
　
現
 

　
福
田
　
好
亨
（
62
歳
・
北
川
顔
）
　
新
 

　
牧
村
　
喜
　
（
55
歳
・
野
村
）
　
　
新
 

　
藤
村
　
和
夫
（
58
歳
・
佐
古
）
　
　
新
 

　
大
西
　
章
夫
（
68
歳
・
田
井
）
　
　
新
 

　
村
瀬
　
　
篤
（
57
歳
・
下
津
屋
）
　
現
 

　
奥
田
　
富
和
（
68
歳
・
佐
山
）
　
　
現
 

　
河
原
崎
　
進
（
56
歳
・
藤
和
田
）
　
新
 

　
田
中
俊
太
郎
（
56
歳
・
森
）
　
　
　
新
 

▽
議
会
推
薦
委
員
 

　
澤
野
　
好
夫
（
56
歳
・
東
一
口
）
　
現
 

　
信
貴
　
　
茂
（
72
歳
・
佐
山
）
　
　
元
 

　
武
元
　
和
子
（
63
歳
・
大
橋
辺
）
　
新
 

　
　
田
　
貞
夫
（
60
歳
・
佐
古
）
　
　
新
 

▽
農
業
協
同
組
合
推
薦
委
員
 

　
小
嶋
　
信
彌
（
60
歳
・
相
島
）
　
　
現
 

▽
農
業
共
済
組
合
推
薦
委
員
 

　
田
口
　
　
清
（
78
歳
・
相
島
）
　
　
現
 

▽
土
地
改
良
区
推
薦
委
員
 

　
茨
木
　
定
夫
（
71
歳
・
市
田
）
　
　
元
 

 問
い
合
わ
せ
／
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
広
報
行
政

　
　
課
内
）
・
産
業
課
 

 
 
　京都府統計協会では、
統計グラフコンクールの
作品を募集しています。
応募者全員に記念品をお
贈りします。みなさん、
ぜひご応募ください。 
　部門／手書き統計グラ
フの部・パソコン統計グ
ラフの部　対象／府内在
住・在勤・在学の小学生
以上の人　用紙規格／Ｂ
2判　応募方法／作品の
裏面に、住所・氏名（ふ
りがな）・年齢・職業、
学生の人は、学校名・学
年もご記入のうえ、9月2
日fまでに、広報行政課へ。 

　国勢調査は、人口と世帯に関する最
も基本的な調査で、大正9年に第1回調
査をおこなって以来、5年ごとに実施
しています。 
　近年少子高齢化が進むなかで、今回
の調査では、我が国の人口・世帯の最
新の実態を明らかにし、国民生活の向
上に幅広く役立つ基礎的な資料を作成

することに重点をおいています。 
　9月下旬から国勢調査員がみなさん
のお宅へ調査票の配布に伺います。 
　調査員をはじめ、調査関係者には守
秘義務があり、調査内容の秘密は固く
保護されますので、ありのままご記入
ください。 
問い合わせ／広報行政課 

あなたの調査票には 
日本の大切な未来が 
つまっています 
 

応募しませんか 
統計グラフ 
コンクール 

 

10月１日現在で国勢調査を実施します 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
 

新
し
い
委
員
が
 

　
　
決
ま
り
ま
し
た
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父
の
い
な
い
家
庭
の
児
童
や
父
が
重
度
障
害
の

状
態
に
あ
る
家
庭
の
児
童
を
、
安
定
し
た
環
境
で

心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
育
て
る
た
め
に
、
そ
の

家
庭
の
経
済
的
自
立
を
応
援
す
る
こ
と
が
目
的
の

制
度
で
す
。
児
童
の
母
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
、

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

▽
対
象
と
な
る
児
童
 

　
18 
歳
に
達
す
る
日
以
後
、
最
初
の
3
月
31 
日
ま

で
の
児
童
が
対
象
で
す
。
ま
た
、
20 
歳
未
満
で
中

程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま

る
人
が
対
象
で
す
。
 

・
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
別
れ
て
生
活
し
て

　
い
る
児
童
 

・
父
が
死
亡
し
た
児
童
 

・
父
の
生
死
が
不
明
の
児
童
 

・
父
が
重
度
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童
（
障
害
年

　
金
の
ほ
ぼ
１
級
該
当
程
度
）
 

・
１
年
以
上
、
父
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童
 

・
１
年
以
上
、
父
が
法
令
に
よ
り
拘
禁
さ
れ
て
い

　
る
児
童
 

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し
た
児
童
 

▽
現
在
受
給
中
（
支
給
停
止
中
の
人
を
含
む
）
の

　
人
は
現
況
届
の
提
出
を
 

期
間
／
8
月
１
日
b
〜
31 
日
d
 

提
出
書
類
／
現
況
届
、
手
当
証
書
、
印
鑑
な
ど
。

　
　
郵
送
不
可
 

　
現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
ま
ま
2
年
が
過
ぎ
る

と
受
給
資
格
が
消
滅
し
ま
す
。
 

   　
身
体
や
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児

童
を
、
家
庭
に
お
い
て
養
育
、
介
護
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
 

▽
対
象
と
な
る
児
童
 

　
20
歳
未
満
の
児
童
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
中

程
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
人
が
対
象
で
す
。
児
童

が
、
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
た
と
き
や
日
本
に

住
ん
で
い
な
い
と
き
な
ど
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
 

▽
現
在
受
給
中
の
人
は
所
得
状
況
届
を
 

期
間
／
8
月
11 
日
e
〜
9
月
12 
日
b
 

提
出
書
類
／
所
得
状
況
届
、
手
当
証
書
、
印
鑑
な

　
　
ど
。
郵
送
不
可
 

   　
両
手
当
の
受
給
対
象
と
な
る
人
は
、
社
会
福
祉

課
に
備
え
付
け
の
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
認
定
請
求
す
る
人
や
扶
養
義
務
者
（
同
居
し
て

い
る
両
親
な
ど
）
の
所
得
に
よ
り
、
受
給
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
社

会
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

児
童
扶
養
手
当
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
 

認
定
請
求
の
方
法
 

認
定
請
求
を
お
忘
れ
な
く
！
 

児
童
扶
養
手
当
と
 

　
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
 

 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
募
集
 

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

▽
御
牧
小
学
校
（
応
募
総
数
35
人
）
 

〈
議
会
議
長
賞
〉
 

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
 
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
 
み
ん
な
い

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
　
も
も
（
6
年
）
 

〈
入
選
〉
 

考
え
て
　
あ
な
た
を
ま
っ
て
る
　
人
が
い
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
束
麻
里
奈
（
6
年
）
 

何
く
じ
け
て
る
　
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
　
第
一
歩
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
智
己
（
5
年
）
 

思
い
出
し
て
　
あ
な
た
の
家
族
と
　
そ
の
笑
顔
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
夕
貴
（
5
年
）
 

 ▽
佐
山
小
学
校
（
応
募
総
数
１
0
8
人
）
 

〈
教
育
長
賞
〉
 

友
達
の
　
い
い
所
探
し
　
し
て
み
よ
う
　
そ
れ
は

自
分
を
　
見
つ
め
る
心
　
甲
斐
朝
衣
莉
（
6
年
）
 

〈
入
選
〉
 

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
 
ぼ
く
た
ち
い
つ
で
も
　
仲
間
だ

よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
束
　
将
志
（
6
年
）
 

友
だ
ち
は
　
ぼ
く
ら
の
大
事
な
　
た
か
ら
も
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
谷
　
直
斗
（
6
年
）
 

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
　
あ
な
た
の
気
持
ち
　
わ
か
っ
て

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
菜
月
（
5
年
）
 

 

▽
東
角
小
学
校
（
応
募
総
数
66
人
）
 

〈
宇
治
警
察
署
長
賞
〉
 

つ
ぶ
る
な
　
と
じ
る
な
　
心
の
目
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
川
　
紗
矢
（
6
年
）
 

〈
入
選
〉
 

あ
り
が
と
う
　
き
っ
と
言
え
る
よ
　
あ
な
た
に
も
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
井
　
万
貴
（
6
年
）
 

や
め
よ
う
よ
　
自
分
が
さ
れ
て
　
い
や
な
こ
と
 

勇
気
の
と
び
ら
　
あ
け
て
み
て
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
　
譲
（
6
年
）
 

あ
い
さ
つ
と
　
笑
顔
で
結
ぶ
　
人
と
の
き
ず
な
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
田
　
昂
広
（
5
年
）
 

 ▽
久
御
山
中
学
校
（
応
募
総
数
4
0
2
人
）
 

〈
町
長
賞
〉
 

語
り
あ
う
　
家
族
の
き
ず
な
に
　
非
行
な
し
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
達
　
情
未
（
2
年
）
 

〈
入
選
〉
 

思
い
や
り
　
そ
こ
か
ら
始
ま
る
　
明
る
い
未
来
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
井
　
淳
子
（
3
年
）
 

い
じ
め
る
人
　
自
分
が
い
ち
ば
ん
　
み
じ
め
や
で
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
藍
子
（
2
年
）
 

あ
い
さ
つ
は
　
心
の
扉
　
開
く
鍵
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
　
　
拳
（
１
年
）
 

 

　
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
築
こ
う

と
、
毎
年
7
月
を
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
化
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
6
1
1
点
と
多
く
の
応
募

が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

！
 

！
 



みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

毎月１日は「安全・安心の日」です。 

歯のひろば（7月2日・保健センター） 
社会を明るくする運動街頭啓発 （7月1日・ジャスコ久御山店前） 
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総合体育館 

七夕のつどい 

七夕飾りの下で元気いっぱい 
総合体育館 

小学生ドッジボール大会 

優勝をめざして大熱戦 
　第13回久御山町小学生夏季ドッジボール大会が7月2日、

総合体育館で町内3小学校の4年生から6年生までの児童

で23チーム、約300人が参加しておこなわれました。 

　今年の大会は、昨年より100人も多くの参加者でにぎ

わい、昼休みなどを使って練習に励んできた成果を遺憾な

く発揮。梅雨空を吹き飛ばすような、熱戦を繰り広げ、応

援にきていた保護者や友だちも一投一投にエールを送って

いました。 

　試合の結果は、次のとおりです。 

 

熱戦を繰り広げる児童 ゲームを楽しむ子どもたち 

 

6 年 生 男 子  

6 年 生 女 子  

5 年 生 男 子  

5 年 生 女 子  

4 年 生 男 子  

4 年 生 女 子  

優 　 勝  

東 角 小  

東 角 小  

佐 山 小  

御 牧 小  

御 牧 小  

御 牧 小  

準 優 勝  

佐 山 小  

御 牧 小  

御 牧 小  

東 角 小 Ｂ  

東 角 小 Ｂ  

東 角 小  

　7月7日、町内3幼稚園

合同で七夕のつどいが総合

体育館のサブアリーナで開

かれました。 

　恒例行事となったつどい

に今年は、3幼稚園から2 

54人の園児が参加し、1

年ぶりに交流を深めていま

した。 

　子どもたちは、願い事を

書いた短冊をつるした七夕

飾りの下で、年長組、年中組、年少組に分かれてリングを

使った輪とりゲームやたなばたバスケット、フォークダン

スを楽しんだあと、七夕のうたの合唱やブレーメンの音楽

隊というスライドショーで、館内は子どもたちの元気な声

が響きわたっていました。 

 



救急法講習（7月12日・御牧小学校） 蓮見の集い 
（7月16日・東一口　内田又夫さんの蓮園） 

中央公民館 内田　有紀さん・わか葉ちゃん親子（東一口） 

男の料理教室 

プロ顔負けの腕前 虫歯のないきれいな歯 

食生活改善推進
員養成講座 

（7月4日・保健
センター） 

6月15日から7月14日までの受付分（敬称略） 
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ちょっぴり緊張した有紀さんとわか葉ちゃん 

　平成17年度「母と子のよい歯のコンクール」がおこな

われ、約1万人の応募者のなかから、このほど内田有紀さ

ん・わか葉ちゃん親子が優秀賞を受賞されました。 

　このコンクールは、公衆衛生事業として、社団法人京都

府歯科医師会の主催で毎年おこなわれているもので、親子

そろって虫歯がなく健康な8組が表彰されました。 

　わか葉ちゃん

は、「賞がもら

えてとってもう

れしいです。こ

れからも虫歯に

ならないように、

がんばって歯み

がきをします」

と、元気に話し

てくれました。 

真奈お姉ちゃんと元気で仲良く育ってね！ 

佐山　遠藤晋治・千晶さんの長男 

（平成16年8月31日生） 

遠藤　大介ちゃん 
えんどう　　だいすけ 

　7月2日、中央公民館で、男の料理教室がおこなわれ、

16人が参加し、にぎやかな声が響いていました。 

　この教室は、男性にも積極的に料理を楽しんでもらおう

と企画された人気の年間講座で、今回は、鯖のしょうが煮

と、えびや野菜のてんぷら、野菜たっぷりのおすましに挑

戦。和やかな雰囲気のなか、プロ顔負けの料理が完成しま

した。講座の最終回には、ご家族を招待し、一年間の教室

の成果を発表される予定です。 

 

ご
結
婚
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
名
 

お
誕
生
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

母と子のよい歯のコンクール 

手際よく料理する参加者 

藤
和
田
 

佐
　
山
 

佐
　
古
 

　
林
 

　
栄
 

山
本
　
珠
菜
 

松
村
　
侑
沙
 

粟
根
　
唯
衣
 

鳥
堂
　
夏
輝
 

大
橋
　
勇
斗
 

吉
紀
・
美
紀
 

英
明
・
　
希
 

吉
弘
・
純
子
 

英
史
・
陽
子
 

貴
之
・
麻
希
 

じ
ゅ
な
 

　ゆ
　
さ
 

　ゆ
　
い
 

な
つ
き
 

ゆ
う
と
 

　
裕
子
 

　
林
 

バ
レ
シ
ー
、
 

マ
イ
ケ
ル
リ
ー
 



　久御山団地のバス停は、団地を建設した当時の日本住宅
公団の要望を受け、昭和51年4月に新設されました。以前
は、城陽高校、当時の国立療養所京都南病院（城陽市青谷）、
遠くは宇治田原町までを結ぶ路線もあり、通学や通院にも
利用されていました。 
　今では、先月から増便された「のってこバス（巡回バス）」
が1日9便、「のってこバス（基幹バス）」が平日88便運
行するなど、大久保・宇治方面やジャスコ・中書島方面へ、
1日あたり146便が行き交う町東部地域の主要なバス停と
なっています。 
　バス停周辺のすぐ近くには府立久御山高校が、北へ少し
歩くと総合体育館や町民プールがあり、教育・スポーツ施
設が集中しています。総合体育館には、メインアリーナや
トレーニングルームがあり、屋内スポーツ振興の拠点とし
て多くの人に利用されています。また、このシーズンにお
勧めの町民プール（8月31日まで開設）には、50㍍プー
ルや流水プールがあり、毎年2万人を超える家族連れや小・
中学生らでにぎわっています。 
問い合わせ／都市計画課 

　前号から町内「のってこバス（巡回バス）」の停留所を
シリーズで紹介しています。 
　各バス停が持つ魅力などをお届けし、住民のみなさんが
使いやすい形で巡回バスをご利用いただきたいと考えてい
ます。 
　今回は「久御山団地（久御山高校前）」のバス停です。 
 

バス停シリーズ 

「久御山団地」 

窮
屈
な
思
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
 

8

 
 
 
 
女にしておくのは惜しい 
　仕事ができる女性に対し、ほめ言葉のつもりで使うの
かもしれませんが、こうした表現の裏には、「女性は男
性より劣っている」という意識があるのではないでしょ
うか。 
女の腐ったような・・・ 
　優柔不断な男性をけなす言葉 
　裏を返せば、女性は優柔不断だということでしょうか？ 
男勝りな女！！ 
　女は男より劣った生き物？ 
　男性より勝ってはいけないのでしょうか？ 
男は度胸、女は愛きょう 
　「男は強くないといけない」「女は愛想がよくないと
いけない」と決めつけているみたいですね。 
 

ちょっと変じゃない？その表現！ 
               　

子
ど
も
の
こ
ろ
「
男
の
く
せ
に
泣
か
な
い
の
」

と
か
「
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
お
し
と
や
か
に
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
で
も
、
こ
れ

っ
て
何
か
変
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
 

　
「
女
だ
か
ら
」
「
男
だ
か
ら
」
と
か
「
女
ら
し

さ
」
「
男
ら
し
さ
」
と
い
う
考
え
方
は
、
私
た
ち

が
成
長
す
る
段
階
や
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
気

づ
か
な
い
う
ち
に
本
来
の
男
女
の
あ
り
方
の
よ
う

に
錯
覚
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

　
性
別
で
役
割
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
「
自

分
ら
し
く
生
き
る
」
こ
と
が
何
よ
り
大
切
な
こ
と

だ
と
思
う
の
で
す
。
 

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
こ
の
よ
う
な
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
縛
ら
れ
て
い
な
い
か
、
そ
し
て
、
自
分

自
身
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
縛
ら
れ
て
「
自
分
ら
し
さ
」

を
見
失
っ
て
い
な
い
か
、
今
一
度
見
つ
め
直
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
課
 

ジェンダーって？ 
　ジェンダーとは、本来の生物学的な性別ではなく、
女らしさ、男らしさといった社会的に女（男）はこ
うあるべきとしてつくられた性差のこと。 
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次々販売に注意 

　
高
齢
者
を
狙
っ
て
、
次
々
と
商
品
な
ど
を
契
約

さ
せ
る
「
次
々
販
売
」
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て

い
ま
す
。
 

　
相
談
の
多
い
商
品
･
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
「
ふ

と
ん
」
「
着
物
」
「
健
康
関
連
商
品
」
「
屋
根
工

事
、
増
改
築
工
事
」
「
床
下
換
気
扇
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
 

　
手
口
は
、
家
や
そ
の
設
備
、
健
康
に
つ
い
て
、

ま
た
老
後
の
生
活
資
金
な
ど
に
つ
い
て
不
安
を
あ

お
り
、
長
時
間
の
勧
誘
で
無
理
や
り
契
約
さ
せ
ま

す
。
特
に
、
判
断
力
の
鈍
っ
た
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
て
、
次
々
と
契
約
を
さ
せ
る
業
者
も
い

ま
す
。
 

　
た
い
て
い
は
訪
問
販
売
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

勧
誘
時
や
契
約
時
に
問
題
が
あ
り
、
契
約
金
額
も

高
額
で
す
。
自
ら
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害
者
本
人
か
ら
の

相
談
よ
り
、
家
族
や
介
護
者
な
ど
か
ら
の
相
談
が

多
い
の
も
特
徴
で
す
。
 

　
高
齢
者
、
特
に
年
金
生
活
者
な
ど
の
場
合
は
、

生
活
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
被
害
は
深
刻
に
な
る

た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
 

　
悪
質
業
者
は
、
非
常
に
言
葉
巧
み
で
、
や
さ
し

く
親
切
な
ふ
り
を
し
て
近
づ
き
ま
す
。
見
せ
か
け

の
「
親
切
」
に
だ
ま
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
は
悪
質
な
業
者

に
狙
わ
れ
や
す
い
た
め
、
家
族
や
近
所
の
人
た
ち

が
、
普
段
の
生
活
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
か
気

を
配
り
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

　
判
断
力
が
不
十
分
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
「
成

年
後
見
制
度
」
（
制
度
を
利
用
後
は
、
本
人
が
保

護
者
の
同
意
を
得
ず
に
締
結
し
た
契
約
を
取
り
消

せ
ま
す
）
も
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

　
訪
問
販
売
に
よ
る
契
約
の
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
･

オ
フ
制
度
で
契
約
の
解
除
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

消
費
者
契
約
法
で
の
解
決
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
す
る
つ
も
り
の
な
い
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
早
急
に
最
寄
り
の
消
費
者
相
談
窓
口
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
 

  　
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
京
都
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
8
 

2
１
）
0
2
１
0
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観

光
室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
産

業
課
へ
。
 

 

 
 
 
 
　本格的な高齢社会の到来を目前にして、高齢者の
ケアや介護について、シリーズで紹介します。 
 
●家族介護者交流事業 
　今世紀半ばには、わが国の高齢者が人口の3分の1
に達すると予測されていて、高齢者が高齢者を介護
するような時代がやって来ると言われています。 
　このようななか、社会全体で要介護状態となった
高齢者を支える仕組みとして、平成12年に介護保険
制度が始まりました。 
　町でも、この介護保険を補うための高齢者サービ
スをおこなうことで、介護をしている家族の身体的、
精神的、経済的負担の軽減に努めています。 
　今回は、高齢者をご自宅で介護されているご家族
のための家族介護者交流事業を紹介します。 
　この交流事業は、高齢者を介護しているご家族に、
日ごろの介護から一時的に離れてもらって、日帰り
旅行や施設見学などを通して、介護者相互の交流会
に参加していただくことで、心身のリフレッシュを
してもらうとともに、介護に対する活力を養っても
らうことを目的に年4回開いています。 
　今回は、次のとおり開きます。 
日時／8月24日d 　午前10時～午後2時 
場所／役場庁舎5階コンベンションホール 
対象／在宅で介護を要する65歳以上の高齢者を、常
　　時直接介護している人 
内容／講演会と交流会　演題「幸せをもとめて」 
　　講師 笠嶋教瑞さん 
定員／15人（先着順） 
費用／1,000円  
申し込み・問い合わせ／8月10日dまでに長寿健康
　　課へ。電話可 
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ハ
マ
シ
ギ 

（
チ
ド
リ
目
シ
ギ
科
） 

　
春
に
な
る
と
東
南
ア
ジ
ア
で
越
冬
し
た
群

れ
が
古
川
な
ど
の
河
川
や
水
田
、
湿
地
で
見

ら
れ
る
旅
鳥
で
す
。
 

　
大
き
さ
は
約
20
㌢
で
、
ム
ク
ド
リ
ぐ
ら
い

で
す
。
普
段
は
、
群
れ
で
行
動
し
、
干
潟
、

海
岸
の
砂
泥
地
や
岩
の
上
を
忙
し
く
動
き
回
っ

て
、
貝
類
や
ゴ
カ
イ
類
な
ど
を
捕
り
、
ま
た
、

淡
水
域
で
も
浅
い
水
の
中
に
入
っ
て
貝
類
や

甲
殻
類
、
ミ
ミ
ズ
類
、
昆
虫
の
幼
虫
な
ど
を

捕
り
ま
す
。
 

　
雌
雄
同
色
で
、
夏
羽
の
額
か
ら
頭
頂
は
淡

い
茶
色
、
胸
、
脇
腹
は
白
色
で
、
腹
は
黒
色

で
す
。
特
に
腹
の
黒
色
が
目
立
ち
ま
す
が
、

冬
羽
で
は
腹
の
黒
色
は
な
く
な
り
ま
す
。
 

　
シ
ギ
と
チ
ド
リ
の
形
態
上
の
違
い
 

　
シ
ギ
の
く
ち
ば
し
は
、
ま
っ
す
ぐ
な
も
の

や
上
、
下
に
反
り
返
っ
て
い
る
も
の
、
先
端

が
平
ら
な
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
一
方
、

チ
ド
リ
は
ま
っ
す
ぐ
で
短
く
、
先
端
が
や
や

太
め
で
す
。
 

　
チ
ド
リ
の
足
ゆ
び
は
前
向
き
に
3
本
で
、

後
ゆ
び
は
退
化
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ギ
の
足

ゆ
び
は
前
向
き
に
4
本
で
す
。
 

かさじまきょうずい 



図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

「
戦
後
60
年
を
迎
え
て
」
 

　
図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
戦
後
60
年
を
迎
え
る
今
月
は
、
平
和
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
 

童
心
社
発
行
 

　
戦
争
の
残
酷
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
人
た
ち

か
ら
、
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
平
和
と
戦
争
の
絵
本（
全
6
巻
）」（
児
童
書
） 

大
月
書
店
発
行
 

　
人
は
な
ぜ
争
う
の
か
。
平
和
と
は
何
な
の
か
。
な
ど
、
誰
も
が
願

っ
て
い
る
平
和
に
つ
い
て
を
、
絵
本
形
式
の
シ
リ
ー
ズ
で
わ
か
り
や

す
く
紹
介
 

「
わ
た
し
た
ち
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争（
全
3
巻
）
」（
児
童
書
） 

産
経
新
聞
社
編
 

　
戦
争
は
な
ぜ
起
き
た
の
か
、
人
々
は
何
の
た
め
に
戦
っ
た
の
か
な

ど
、
戦
争
の
4
年
間
を
週
単
位
に
克
明
に
紹
介
 

「
あ
の
戦
争
　
太
平
洋
戦
争
全
記
録（
全
3
巻
）」
 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 
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◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

食生活改善推進員協議会ヘルスメイト「久味の会」 

386キロカロリー／1人分 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

1
日
b
・
8
日
b
・
15 
日
b
・
22
日
b
・
 

29
日
b
・
31
日
e

　
本
の
貸
し
出
し
や
整
理
な
ど
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
す
る
「
子
ど

も
一
日
図
書
館
員
」
を
募
集
し
ま
す
。
 

日
時
／
8
月
18 
日
e
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

対
象
／
小
学
4
〜
6
年
生
 

定
員
／
6
人
（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
／
図
書
館
へ
。
 

子
ど
も
一
日
図
書
館
員
を
募
集
 

　
今
年
も
夏
の
ひ
と
と
き
を
、
家
族
や
お
友
達
と
楽
し
く
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。
 

日
時
／
8
月
7
日
a
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
　
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
交
流
ホ
ー
ル
　
 

対
象
／
幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者
　
 

内
容
／
大
型
紙
芝
居
「
み
な
み
の
し
ま
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
、
工

作
「
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」
　
 

定
員
／
工
作
の
み
先
着
50
人
　
 

申
し
込
み
／
図
書
館
へ
。
 

夏
の
お
た
の
し
み
会
 ★

衣
世
梨
の
魔
法
帳
 

　
　
　
い

よ

り

ま
ほ
う
ち
ょ
う
 

（
那
須
　
正
幹
著
）
 

　
あ
る
日
、
小
学
四
年
生
の
衣
世
梨
は

子
犬
を
拾
っ
た
。
そ
の
日
か
ら
衣
世
梨

の
周
り
で
不
思
議
な
事
が
起
こ
り
は
じ

め
た
。
 

★
ぼ
く
と
バ
ブ
ー
ン
 

（
ス
ザ
ン
ネ
・
デ
ィ
ー
デ
レ
ン
絵
）
 

　
生
ま
れ
て
初
め
て
ひ
と
り
で
お
と
ま

り
に
行
く
ヤ
ン
。
う
れ
し
さ
い
っ
ぱ
い
、

で
も
不
安
も
い
っ
ぱ
い
…
。
 

★
幸
福
な
結
末
 

（
　
　
仁
成
著
）
 

　
い
つ
ま
で
も
失
う
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
を
、
わ
た
し
は
き
っ
と
愛
と
呼
ぶ
。

幸
せ
の
予
感
に
満
ち
た
物
語
 

い ち じ く 寿 司  

米 
昆布 
　　酢 
　　砂糖 
　　塩 

　　ツナ缶 
　　砂糖 
　　みりん 
　　酒 A
B

・・・・・・・・・・・・・・・・・・2カップ 
・・・・・・・・・・・・・・・10cm角 
・・・・・・・・・・・60グラム 
・・・・・・100グラム 

・・・・・・・・・240グラム 

・・・・・・・・・小1缶 
・・・・・・・・・・小さじ1 
・・・・・・・小さじ1 

・・・・・・・・・・・・小さじ1

スライスチーズ 
全形のり 

・・・・・・3枚 
・・・・・・・・・・・・・・・3枚 

■材料（4人分） 

作り方  
①　米と同量の水に昆布を入れてご飯
　を炊き、Aの調味料を合わせてかけ、
　切るように混ぜてすし飯を作り、丸
　いおにぎりに握ります。 
②　ツナ缶の油を捨て、Bの調味料で
　いりつけてそぼろを作ります。 
③　のりとチーズは4等分に切ってお

　きます。 
④　ラップを敷き、のり、チーズ、そ
　ぼろ、すし飯のおにぎりの順に乗せ、
　ラップを絞っておにぎりを包みます。 
　チーズを乗せたほうに十文字の切込
　みを入れ、いちじくの形にして出来
　上がりです。 



                 
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る
く
正

し
い
選
挙
と
投
票
参
加
を
啓
発
す
る
ポ
ス
タ
ー
と

標
語
を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品

を
贈
り
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
人
 

応
募
規
格
／
ポ
ス
タ
ー
は
、
4
つ
切
り
ま
た
は
8

つ
切
り
白
画
用
紙
で
、
色
彩
、
標
題
は
自
由
。

標
語
は
、
20
文
字
以
内
で
自
作
、
未
発
表
の

も
の
。
 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
ポ
ス
タ
ー
は
、
作
品
の
裏

面
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
校
名
・
学

年
）
を
、
標
語
は
、
作
品
と
住
所
・
氏
名
・

年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）
を
ご
記
入
の
う
え
、

9
月
7
日
d
ま
で
に
広
報
行
政
課
へ
。
町
内

の
小
・
中
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
児
童
・
生

徒
は
、
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

そ
の
他
／
第
一
次
審
査
で
入
賞
作
品
を
選
び
、
入

賞
作
品
の
な
か
か
ら
優
秀
作
品
を
京
都
府
の

二
次
審
査
に
出
品
し
ま
す
。
 

   
京
都
社
会
保
険
事
務
局
で
は
、
年
金
に
つ
い
て

の
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
 

対
象
／
府
内
在
住
の
小
学
5
・
6
年
生
、
中
学
生
、

高
校
生
 

課
題
／
年
金
に
つ
い
て
、
身
の
回
り
な
ど
で
見
聞

き
し
た
こ
と
を
素
材
に
、
国
民
年
金
へ
の
加

入
や
年
金
の
役
割
な
ど
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

作
品
の
な
か
に
は
、
必
ず
年
金
制
度
に
関
す

る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

規
格
／
4
つ
切
り
白
画
用
紙
（
１
人
１
点
）
 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
9
月
15 
日
e
ま
で
に
、
各

学
校
ま
た
は
同
事
務
局
年
金
課
（
〒
６００
‐
８３８９

下
京
区
大
宮
通
四
条
下
ル
四
条
大
宮
町
2
）

1
0
7
5
（
8
１
3
）
7
0
2
2
へ
。
 

   
府
山
城
北
保
健
所
で
は
、
宇
治
久
世
医
師
会
等

の
協
力
を
得
て
、
糖
尿
病
の
予
防
や
進
行
防
止
の

た
め
の
モ
デ
ル
事
業
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
平
成
17 
年
9
月
１
日

現
在
65
歳
ま
で
の
人
で
、
携
帯
電
話
か
パ
ソ

コ
ン
の
メ
ー
ル
が
利
用
可
能
で
、
9
月
か
ら

来
年
3
月
ま
で
の
間
に
2
回
保
健
所
へ
来
所

が
で
き
る
人
 

内
容
／
半
年
間
に
わ
た
り
メ
ー
ル
等
で
運
動
や
食

生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
自
宅
で
の
血
糖
測
定

等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

定
員
／
50
人
（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
31
日
d
ま
で
に

同
保
健
所
健
康
支
援
担
当
1
0
7
7
4
（
2

１
）
2
１
9
2
　
Ｅ
メ
ー
ル
　navi@

 

　
　kyoto-sukoyaka21.gr.jp

へ
。
 

  
さ
わ
や
か
な
秋
の
海
風
を
肌
で
感
じ
、
魚
釣
り

を
と
お
し
て
、
自
然
を
愛
す
る
広
い
心
を
養
い
、

友
だ
ち
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
た
め
、
親

子
で
釣
り
体
験
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
24
日
g
〜
25
日
a
　
１
泊
2
日
 

場
所
／
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
「
マ
リ
ー
ン

ピ
ア
」（
宮
津
市
字
田
井
3
8
2
）
 

対
象
／
小
学
生
を
含
む
家
族
 

定
員
／
50
人
 

費
用
／
小
学
生
6
，
7
0
0
円
　
中
学
生
7
，
3
 

　
　
0
0
円
　
高
校
生
7
，
6
0
0
円
　
一
般
8
，

7
0
0
円
 

内
容
／
伊
根
町
の
青
島
で
ア
ジ
釣
り
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
10 
日
か
ら
24
日

ま
で
の
間
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
1
0
7
7
 

　
　
2
（
2
2
）
0
5
0
１
へ
。
 

  種
目
／
①
航
空
学
生
　
②
一
般
曹
候
補
学
生
　
③

曹
候
補
士
　
④
2
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
女
）
 

対
象
／
①
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
21
歳
未
満
の
人

②
18 
歳
以
上
で
24
歳
未
満
の
人
　
③
・
④
18 

歳
以
上
で
27
歳
未
満
の
人
 

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
／
宇
治
募
集
事
務
所
（
宇

治
市
広
野
町
西
裏
１
0
0
の
3
0
コ
メ
ウ
ビ

ル
2
階
）
1
0
7
7
4
（
4
4
）
7
１
3
9
 

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

      
町
で
は
、
終
戦
記
念
日
の
8
月
15 
日
b
午
前
11 

時
50
分
か
ら
平
和
都
市
宣
言
記
念
碑
前
（
町
役

場
庁
舎
前
）
で
平
和
祈
念
集
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

ま
た
、
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
正
午
か
ら
１
分
間
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
黙

祷
を
捧
げ
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

  町
で
は
、
結
婚
50
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦
に
対
し
、

金
婚
の
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
 

事
前
に
婚
姻
調
査
に
つ
い
て
回
答
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
婚
姻
調
査
を
ま
だ
提
出
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
昭
和
30
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
 

申
し
込
み
／
8
月
9
日
c
ま
で
に
長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
京
都
府
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
な
ど
を
対
象
に
、

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

期
間
／
12 
月
〜
平
成
18 
年
3
月
 

場
所
／
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
（
〒
６０５
‐
０９８１
東
山

区
本
町
15 
丁
目
7
4
9
）
 

対
象
／
府
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
親
ま
た
は
寡

婦
（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
）
で
、
平

成
17 
年
4
月
１
日
現
在
65
歳
未
満
の
人
 

費
用
／
無
料
 

定
員
／
１
0
0
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
9
月
9
日
f
ま
で
に
、

社
会
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
返
信
用
封
筒
（
切

手
添
付
）
を
添
え
て
府
山
城
北
保
健
所
福
祉

室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
2
へ
。
 

  
8
月
の
第
2
・
3
週
の
親
子
サ
ロ
ン
は
休
み
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

休
室
日
／
8
日
b
・
10 
日
d
・
15 
日
b
・
17 
日
d

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

明
る
い
選
挙
 

啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
 

年
金
に
つ
い
て
の
 

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

親
子
で
釣
り
体
験
 

糖
尿
病
予
防
モ
デ
ル
事
業
 

メ
ー
ル
モ
ニ
タ
ー
 

自
衛
官
等
 

平
和
祈
念
集
会
と
 

戦
没
者
追
悼
サ
イ
レ
ン
 

母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク
 

親
子
サ
ロ
ン
休
室
の
お
知
ら
せ
 

結
婚
50
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦
へ
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あ
な
た
の
血
液
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
現
場
で
、

心
か
ら
待
た
れ
て
い
ま
す
。
 

献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に
わ

た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

輸
血
用
血
液
の
安
全
性
の
向
上
を
め
ざ
し
、「
自

ら
提
供
す
る
血
液
は
安
全
で
あ
る
」
と
い
う
意
識

を
も
っ
て
献
血
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な

ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
積
極
的
な
ご
協
力
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を
経
過

し
な
い
人
や
、
海
外
の
滞
在
さ
れ
た
国
に
よ
っ
て
、

献
血
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
5
3

１
）
0
１
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
8
月
3
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
・
午
後

１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
 

                問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
老
人
医
療
は
、
病
院
で
治
療
を
受
け
た
と
き
に

支
払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
の
一
部
を
公
費
で
負

担
す
る
制
度
で
す
。
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
①
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
　
②
老
人
世
帯
（
本

人
と
60
歳
以
上
の
人
、
18 
歳
未
満
の
人
、
心

身
の
障
害
が
中
度
以
上
の
人
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
る
世
帯
）
　
③
寝
た
き
り
の
人
　
④

「
①
か
ら
③
」
以
外
で
、
所
得
税
非
課
税
世

帯
の
人
 

※
①
、
②
、
③
の
人
は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
 

手
続
き
／
印
鑑
と
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
の
う
え
、

国
保
医
療
課
へ
。
 

※
申
請
さ
れ
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

   
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と
責
任
を
持

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬
の
放
し
飼
い
や

散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
は
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
犬
は

し
っ
か
り
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
散

歩
時
に
は
ス
コ
ッ
プ
と
回
収
袋
を
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、
次

の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
　
毎
週
火
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
　
午
後
2
時
10 
分
〜
2
時
20
分

府
山
城
北
保
健
所
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
　
午
前
9
時
〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
公
共
下
水
道
の
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で
下

水
道
管
敷
設
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。
期
間
中
は
、

付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
下
津
屋
地
区
の
工
事
に
伴
い
、
の
っ
て

こ
バ
ス
（
巡
回
バ
ス
）
の
東
ル
ー
ト
は
、
8
月
17 

日
d
か
ら
10 
月
15 
日
g
ま
で
迂
回
ル
ー
ト
（
府
道

宇
治
淀
線
）
を
運
行
し
ま
す
。
そ
の
間
、「
下
津

屋
北
」
「
下
津
屋
南
」
お
よ
び
「
下
津
屋
サ
ン
ハ

イ
ツ
」
の
バ
ス
停
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
代
わ
り

に
、「
田
井
」
と
「
下
津
屋
」
の
バ
ス
停
を
設
け

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

                         問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
・
都
市
計
画
課
 

  
京
都
府
が
取
り
組
ん
で
い
る
下
水
道
処
理
の
し

く
み
や
、
下
水
道
事
業
で
進
め
る
省
資
源
、
省
エ

ネ
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
を
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
シ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん
」「
リ
サ
ち
ゃ
ん
」

が
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
小
冊
子
「
下
水
道
と

地
球
温
暖
化
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

下
水
道
課
や
京
都
府
各
総
合
庁
舎
な
ど
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

  
お
も
ち
ゃ
花
火
と
言
っ
て
も
「
危
険
物
」、
遊
び

方
や
使
い
方
を
誤
っ
て
は
、
火
災
や
事
故
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
 

花
火
に
よ
る
火
災
や
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
次
の

注
意
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
、
注
意
書
を
よ
く

読
ん
で
必
ず
守
る
。
 

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す
い
も

の
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

③
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
は
や
め
る
。
 

④
水
バ
ケ
ツ
等
を
用
意
す
る
。
 

⑤
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

⑥
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火
を
つ
け
な
い

よ
う
に
す
る
。
 

⑦
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で
点
火
す
る
。
 

⑧
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危
険
で
す
。
絶

対
に
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

  
平
成
17 
年
度
児
童
手
当
現
況
届
を
ま
だ
提
出
さ

れ
て
い
な
い
受
給
者
の
人
は
、
至
急
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
資
格
が
あ
っ
て
も
現
況
届
の
提
出
が
な

い
と
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

 

献
血
に
ご
協
力
を
 

ご
存
じ
で
す
か
老
人
医
療
制
度
 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
 

「
下
水
道
と
地
球
温
暖
化
」を
発
行
 

正
し
く
使
っ
て
楽
し
い
花
火
 

児
童
手
当
現
況
届
 

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
 

持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
 

田井処理分区（森・川端地区） 下津屋処理分区（下津屋地区）  

工期は、平成18年１月末まで 工期は、平成18年１月下旬まで 

う
か
い
 

田井 

下津屋 

献血方法別の採血基準 
 
事　　　　項 

年　　　　齢 
 
体　　　　重 

最 高 血 圧  
血 液 比 重  
 
献 血 間 隔  

 
年間献血回数 

 
年間総献血量 

16歳～69歳 
男子　45kgを超える人 
女子　40kgを超える人 
90mmHg以上 
1.052以上 
 
1か月以上 

男子　6回以内 
女子　4回以内 
400ml全血献血と合わせ 
男子　1,200ml以内 
女子　 800ml以内 

18歳～69歳 
 
男女とも50kgを超える人 

90mmHg以上 
1.053以上 
男子　12週間以上 
女子　16週間以上 
男子　3回以内 
女子　2回以内 
200ml全血献血と合わせ 
男子　1,200ml以内 
女子　 800ml以内 

全　　血　　献　　血 

400ml献血 200ml献血 

のってこバス 

迂
回
ル
ー
ト
 

128月は「道路ふれあい月間」、8月10日は「道の日」です 



  
町
小
・
中
学
校
校
長
会
で
は
、
町
内
在
住
の
障

害
の
あ
る
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
生
、

高
校
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
と
町
内
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
交
流
会
を
お
こ
な
い
ま

す
。
 

子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
様
子
を
多
数
ご
参
観
く

だ
さ
い
。
 

日
時
／
8
月
4
日
e
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

場
所
／
久
御
山
中
学
校
 

内
容
／
ゲ
ー
ム
、
コ
ー
ナ
ー
遊
び
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

  
大
阪
税
関
で
は
、
終
戦
後
、
引
き
揚
げ
て
来
ら

れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
経
過
で
、
お
預

か
り
し
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま

す
。
 

・
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
人

が
、
上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
ら

れ
た
も
の
 

・
外
地
の
集
結
地
で
、
総
領
事
館
や
日
本
人
自
治

会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
、
そ
の
後

日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
 

お
心
当
た
り
の
人
は
、
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
本
人
だ
け
で
な
く
ご
家
族
の
人
も
問

い
合
わ
せ
や
返
還
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

保
管
物
件
の
返
還
の
案
内
は
、
大
阪
税
関
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ
スh

ttp
://w

w
w
.o
saka-

custom
s.go.jp

 

問
い
合
わ
せ
／
大
阪
税
関
監
視
部
総
括
部
門
1
0
 

　
　
6
（
6
5
7
6
）
3
１
１
5
　
Ｅ
メ
ー
ル

koho@
osaka-custom

s.go.jp

ま
た
は

大
阪
税
関
京
都
税
関
支
署
1
0
7
5
（
7
6

１
）
１
2
9
6
 

                 日
時
／
9
月
11 
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
お
よ
び
連

盟
登
録
者
 

試
合
方
法
／
個
人
戦
（
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
お
よ
び
一
般
の
部
）、
団
体
戦
（
一
般
の
部
）
 

費
用
／
個
人
戦
5
0
0
円
、
団
体
戦
１
チ
ー
ム
5
，

0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
8
月
21
日
a
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
ま
た
は
町
剣
道
連
盟

事
務
局
（
坂
さ
ん
宅
）
1
0
7
7
4
（
4
１
）

6
4
１
0
へ
。
電
話
可
 

  
競
技
の
普
及
と
府
民
総
体
の
強
化
練
習
を
兼
ね

て
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
8
月
23
日
、
30
日
、
9
月
6
日
の
火
曜
日

（
計
3
回
）
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

場
所
／
中
央
公
園
庭
球
場
お
よ
び
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
各
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
回
2
5
0
円
 

申
し
込
み
／
8
月
14 
日
a
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
電
話
可
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

8
月
9
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】
 

8
月
18 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
佐
山
・
御
牧
・

宮
ノ
後
保
育
所
 

▽
電
話
相
談
 

毎
週
木
曜
日
　
午
前
11 
時
〜
午
後
4
時
 

佐
山
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

御
牧
保
育
所
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
 

宮
ノ
後
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

【
教
育
相
談
】
 

毎
週
火
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前
10 
 

時
〜
午
後
5
時
　
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
教
育
相
談
室
 

相
談
対
象
　
町
内
在
住
の
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
、

小
・
中
学
生
、
保
護
者
お
よ
び
教
育
に
関
心
の
あ

る
人
 

※
来
所
（
要
予
約
）
ま
た
は
電
話
相
談
1
0
7
7
 

　
4
（
4
6
）
5
6
4
0
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

8
月
9
日
c
・
23
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

8
月
18 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

8
月
11 
日
e
・
25
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
交
通
事
故
巡
回
相
談
】
（
京
都
府
）
 

8
月
3
日
d
・
17 
日
d
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

宇
治
総
合
庁
舎
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
１
 

    【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

 
 【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

〈7月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 8 7人　 
8 , 5 8 3人　 
8 , 6 0 4人　 
6 , 5 0 2世帯 

〈6月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

8人　 
4人　 
6 3人　 
5 7人　 

仲
間
い
っ
ぱ
い
夏
の
つ
ど
い
 

町
総
体
剣
道
大
会
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
 

保
管
物
件
の
返
還
 

（
前
月
比
／
増
１０
人
）
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          〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
 

費
用
は
8
月
10 
日
d
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
使
い
こ
な
そ
う
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
8
月
13 
日
g
・
14 
日
a
・
20
日
g
・
21
日

a
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
8
月
9
日
c
・
17 
日
d
　
午
前
9
時
〜
正

午
 

　
　
18 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

　
　
25
日
e
　
午
後
5
時
〜
8
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

▼
初
め
て
の
ワ
ー
ド
 

日
時
／
8
月
26
日
f
・
27
日
g
・
28
日
a
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
級
者
向
け
の
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

              日
時
／
8
月
24
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
8
月
10 
日
d
・
24
日
d
　
午
後
１
時
30
分

〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
な
ど
で

す
。
 

定
員
／
各
25
人
 

  日
時
／
8
月
6
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
自
然
や
科
学
の
ふ
し
ぎ
に
つ
い
て
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。
今
回
は
「
ナ
イ
ル
ワ
ニ
の
最

後
の
祝
宴
」
と
「
マ
ジ
ッ
ク
（
手
品
）
Ⅲ
」

で
す
。
 

定
員
／
15 
人
 

  日
時
／
8
月
13 
日
g
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30

分
　
27
日
g
　
午
後
8
時
〜
9
時
　
（
受
け

付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
8
月
23
日
c
・
24
日
d
・
30
日
c
　
9
月

13 
日
c
・
17 
日
g
（
5
回
コ
ー
ス
）
　
午

後
7
時
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
18 
歳
以
上
で
、
必
ず

5
回
と
も
出
席
で
き
る
人
  

内
容
／
電
動
ろ
く
ろ
を
使
っ
て
、
マ
グ
カ
ッ
プ
を

作
り
ま
す
。
 

定
員
／
12 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
26
日
f
　
午
後
5
時
50
分
〜
10 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
 

内
容
／
南
山
城
村
に
行
き
、
夏
の
星
空
を
観
察
し

ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

                日
時
／
8
月
5
日
f
・
19 
日
f
・
26
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
①
8
月
18 
日
e
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

4
時
　
②
19 
日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
ゴ
ム
動
力
で
飛
ぶ
プ
ロ
ペ
ラ
機
を
作
り
ま

す
。
 

定
員
／
12 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

小
学
生
ビ
デ
オ
学
習
教
室
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

陶
芸
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

高
学
年
工
作
教
室
 

郊
外
　
星
の
観
察
会
 

申込は8月2日D

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 
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  日
時
／
8
月
14 
日
a
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
木
を
使
っ
て
か
ざ
り
棚
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

費
用
／
4
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
6
日
g
　
①
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
　
③
8
月
7
日
a

午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

※
①
・
②
・
③
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
ウ
ッ
デ
ィ
ー
メ
イ
ト
Ｕ
Ｊ
Ｉ
の
先
生
と
木

工
を
楽
し
み
ま
す
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

費
用
／
2
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
12 
日
f
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
て
こ
と
天
び
ん
の
実
験
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
10 
日
d
 

　
　
将
棋
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
20
分
 

　
　
オ
セ
ロ
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
20
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
将
棋
と
オ
セ
ロ
の
ゲ
ー
ム
大
会
を
開
き
ま

す
。
 

定
員
／
各
24
人
 

  日
時
／
8
月
9
日
c
　
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
4

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
3
年
生
以
上
の
人
 

内
容
／
大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館
と
植
物
園
の
見

学
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
小
・
中
学
生
3
0
0
円
、
大
人
6
0
0
円

（
交
通
費
・
入
館
料
）
 

  日
時
／
8
月
13 
日
g
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
と
そ
の
保

護
者
 

内
容
／
て
こ
と
天
び
ん
の
実
験
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

費
用
／
１
0
0
円
 

 
      

         日
時
／
①
8
月
14 
日
a
　
午
前
10 
時
か
ら
　
②
15 

日
b
　
午
後
7
時
か
ら
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
不
可
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
11 
日
e
　
午
前
10 
時
〜
正
午
　
23
日

c
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分
 

対
象
／
機
器
使
用
講
習
会
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
正
し
い
機

器
使
用
方
法
な
ど
、
体
育
館
の
ス
タ
ッ
フ
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

   日
時
／
9
月
25
日
a
　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
15 
歳
以
上
の

人
（
中
学
生
は
不
可
）
お
よ
び
体
育
館
利
用

者
で
、
4
〜
7
人
編
成
の
チ
ー
ム
 

定
員
／
30
チ
ー
ム
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
／
9
月
18 
日
a
ま
で
に
総
合
体
育
館
へ
。
 

          

         日
時
／
8
月
26
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
か
わ
い
い
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
を
学
び

ま
す
。
 

講
師
／
石
川
敏
之
さ
ん
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
30
日
c
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
秋
の
果
物
等
を
使
っ
て
、
お
菓
子
作
り

を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
6
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
29
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
 

内
容
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
お
菓
子
作
り
と
ゲ
ー

ム
や
遊
び
で
異
文
化
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
Ａ
Ｅ
Ｔ
　
マ
ギ
ー
先
生
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
3
0
0
円
 

季
節
の
お
菓
子
教
室
 

子
ど
も
国
際
交
流
教
室
 

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー
 

親
子
で
科
学
体
験
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
日
 

寄
せ
植
え
教
室
 

申込は8月1日B

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は8月1日B

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

親
子
で
工
作
教
室
 

低
学
年
工
作
教
室
 

小
学
生
科
学
教
室
 

小
学
生
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会
 

第
１３
回
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
　
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

 
教
室
に
参
加
す
る
と
き
は
、
特
に
、
足
が
 

む
き
出
し
に
な
る
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
や
不
安
 

定
な
厚
底
ぐ
つ
・
ヒ
ー
ル
の
あ
る
く
つ
は
、
 

の
こ
ぎ
り
な
ど
を
使
う
と
き
に
た
い
へ
ん
危
 

険
で
す
の
で
、
運
動
ぐ
つ
で
参
加
し
て
く
だ
 

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

15
町民プール前テニスコートは、９月９日Fまで利用できません。 
ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。 



保健予防のコーナー 
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10か月児健診（7月13日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

4 0歳以上の人 

おおむね40歳  
以上の人・妊婦 

11日E
※2

健　　診　　名 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

健 康 相 談  

24日D成 人 歯 科 健 診  歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師による健康相談 
栄養士による栄養相談 

会場は、すべて保健センター（※1は公団集会所、※2はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手
帳を必ずご持参ください。 
予防接種・乳幼児健診の実施日に送迎バスを運行しますので、ご利用ください。なお、送迎バスの運行は、9月で
終了します。10月からは、「のってこバス」など公共交通をご利用ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

～正午 
午前10時 

～１時3０分 
午後１時 

～１時55分 
午後１時40分 

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  9日C

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）・風しん（三日はしか）・麻しん（はしか）は、個別接種となっています。
　年間を通じて、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」の冊子をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診
　時に接種） 
・今年度から、ツベルクリン反応検査はおこなっ
　ていません。 

※1  25日E

健 　 診 ・ 相 　 談  

予　防　接　種 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

5日F

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  

6日G

10 か 月 児 健 診  

19日F

9日C

1 歳 8 か 月 児 健 診  

3 ～ 4 か 月 児 健 診  

乳 　 幼 　 児  

10日D

ことば・しつけ・栄養などの相談 

医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

～11時 
午前9時30分 

～2時 
午後１時20分 

～2時 
午後１時20分 

～１時15分 
午後１時 

～１時50分 
午後１時20分 医師による健康診査 

離乳・保育・栄養などの指導 

個人通知が届いた人 

平成15年11月生まれ 

平成16年10月生まれ 

24日D2歳6か月児歯科健診 
～１時40分 

午後１時20分 歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

平成15年1月生まれ 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 26日F3 歳 児 健 診  平成13年12月生まれ 

～2時 
午後１時20分 

パパ＆ママ教室（第4回） 妊 婦 と 夫  沐浴実習等 
もく 

母　子　保　健 
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燃やすごみ 

環境保全のコーナー 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号以東）・

森（国道１号以東）・野村・村東・佐山・新開地・

佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西） 

西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

17日 
18日 

23日 

火 

水 

木 

金 

缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

3日 
（第１水曜日） 
17日 

（第３水曜日） 

10日 
（第２水曜日） 
24日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

8月のごみ・し尿収集日 

※簡単な水洗いをして、中身
　の見える袋に入れて出して
　ください。 
※びん・ペットボトルは、必ず
　ふたをはずしてください。 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.3
 
 
　夏の冷房、冬の暖房だけにとどまらず、部屋の除湿
や、空気の清浄、さらには部屋干しした洗濯物のスピ
ード乾燥まで、快適な暮らしのために、今や一年中使
われているエアコン。しかも家庭で一番消費電力量が
多い家電なので、選び方や使い方に気をつけて、二酸
化炭素の排出と電気代を抑えましょう。 
 
　使い方 
①温度設定　夏は高め（28℃）に、冬は低め（20℃）
　に設定すると、省エネ効果がアップします。 
②掃除　フィルターはこまめに掃除を心掛けましょう。
　フィルターが詰まると風量が落ちて、電気もムダに
　使ってしまいます。こまめな掃除が、エアコンの省

　エネの基本です。 
③電源オフ　少しの間でも、部屋を出るときは必ず電
　源を切りましょう。 
④遮光　ブラインドや遮光カーテンで、夏の陽射しや
　冬の冷気を遮るとエアコンの冷暖房効率はアップし
　ます。 

エアコン 

冷暖房兼用・壁掛型・能力2.8kwクラス・省エネ型の平均値 
です。8年間で約40％も省エネになっています。 
　　　　　　　　　　　　　　〈6日本冷凍空調工業会調べ〉 

400

1995年型 1997年型 1999年型 2001年型 

冷房時消費電力の推移 

2002年型 2003年型 

kwh

300

200

100

0

363 265 235 218 209 210



第38回 高野山参詣の旅（1） 

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

高
野
街
道
を
行
く
 

  　
弘
法
大
師
（
空
海
）
の
足
跡
を
巡
拝

す
る
信
仰
は
、
戦
前
ま
で
村
々
に
組
織

さ
れ
て
い
た
「
大
師
講
」
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
た
。
そ
の
参
拝
は
、
「
弘
法

さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
京
都

の
東
寺
（
教
王
護
国
寺
）
、
弘
仁
七
年

（
八
一
六
）
嵯
峨
天
皇
の
許
可
を
得
て
、

開
山
し
た
高
野
山
、
そ
し
て
空
海
が
最

初
の
布
教
活
動
の
拠
点
と
し
た
高
雄
山

寺
（
神
護
寺
・
現
京
都
市
右
京
区
）
、

さ
ら
に
は
四
国
八
十
八
か
所
の
霊
場
な

ど
、
弘
法
大
師
を
偲
ぶ
巡
拝
は
、
「
大

師
講
」
が
解
散
し
た
今
も
衰
え
る
こ
と

は
な
い
。
 

　
古
老
の
話
に
よ
る
と
、
弘
法
大
師
の

命
日
に
あ
た
る
二
十
一
日
の
「
弘
法
さ

ん
」
の
日
は
、
講
中
そ
ろ
っ
て
東
寺
へ

の
参
拝
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

十
二
月
の
「
終
い
弘
法
」
に
は
、
お
供

え
の
た
め
に
講
中
で
集
め
た
米
を
大
八

車
に
積
ん
で
、
東
寺
へ
運
ん
だ
と
い
う
。
 

　
久
御
山
で
は
、
明
治
初
年
ま
で
空
海

が
立
宗
し
た
真
言
宗
の
寺
院
が
四
か
寺

あ
っ
た
。
円
乗
坊
（
佐
山
）
、
妙
観
院

（
下
津
屋
）
、
長
福
寺
（
野
村
）
、
安

隆
寺
（
大
橋
辺
）
の
寺
々
で
こ
の
内
、

和
歌
山
県
の
圓
蔵
院
を
本
山
と
す
る
真

言
宗
明
算
派
の
安
隆
寺
を
除
く
三
か
寺

は
、
明
治
の
神
仏
分
離
令
や
堂
宇
の
荒

廃
な
ど
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
っ
た
。
 

　
唯
一
残
っ
た
安
隆
寺
も
昭
和
五
年
四

月
に
本
堂
が
火
災
で
焼
失
し
、
不
動
堂

を
仮
堂
と
し
て
い
た
。
昭
和
四
十
二
年
、

大
阪
市
天
王
寺
区
真
田
山
に
あ
っ
た
同

宗
同
派
の
心
鏡
寺
が
、
大
阪
市
の
都
市

計
画
で
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

が
、
仏
縁
で
心
鏡
寺
は
、
安
隆
寺
境
内

の
本
堂
跡
に
移
築
さ
れ
、
現
在
、
心
鏡

寺
と
し
て
宗
教
法
人
登
録
さ
れ
て
い
る
。
 

　
さ
て
、
高
野
詣
は
高
野
七
口
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
高
野
山
を
取
り
巻
く
各

地
か
ら
登
山
道
が
開
か
れ
て
い
た
。
そ

の
内
、
久
御
山
か
ら
の
参
詣
道
は
 

　
一
、
大
和
街
道
を
経
て
高
野
口
 

　
一
、
泉
州
か
ら
紀
見
峠
を
越
え
る
高

　
　
　
野
街
道
 

　
一
、
西
国
三
十
三
所
札
所
施
福
寺
か

　
　
　
ら
蔵
王
峠
を
越
え
、
西
高
野
街

　
　
　
道
に
至
る
道
 

　
一
、
大
峯
回
行
の
基
地
洞
川
か
ら
、

　
　
　
天
川
村
、
大
塔
村
を
通
る
道
 

な
ど
が
あ
る
。
里
程
か
ら
考
え
て
、
た

び
た
び
参
詣
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

に
東
一
口
村
の
九
人
が
、
西
国
三
十
三

所
巡
拝
の
旅
で
、
第
四
番
札
所
施
福
寺

に
参
詣
後
、
高
野
山
に
参
拝
し
熊
野
に

向
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
号
ま
で
の

「
大
峯
山
行
者
ま
い
り
の
旅
」
に
引
用

し
た
「
大
峯
山
并
び
に
高

野
山
道
中
記
」
に
も
、
高

野
山
ま
で
の
道
程
が
記
さ

れ
て
い
て
、
高
野
詣
と
大

峯
回
行
を
続
け
る
信
者
も

い
た
よ
う
で
あ
る
。
 

　
そ
れ
で
は
、
享
和
二
年

（
一
八
○
二
）
四
月
、
野

村
繁
栄
講
の
先
逹
最
勝
院

吉
兵
衛
が
、
大
先
逹
権
僧

都
発
公
院
、
先
逹
宝
宣
院

と
と
も
に
旅
を
続
け
た
「
大
峯
山
并
び

に
高
野
山
道
中
記
」
の
「
是
よ
り
高
野

越
道
」
の
項
を
参
考
に
、
高
野
山
参
詣

の
行
程
を
歩
ん
で
み
よ
う
。
 

　
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
大
坂
か
ら
高

野
山
奥
の
院
ま
で
の
距
離
は
一
六
里
半

（
約
六
六
キ
ロ
）
と
あ
る
。
御
牧
郷
か

ら
の
里
程
で
は
な
く
、
大
坂
を
起
点
に

し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
三
十
石
舟

で
淀
川
を
下
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
御
牧

郷
の
人
々
に
と
っ
て
、
木
津
川
の
「
封

戸
の
渡
し
」
で
対
岸
の
八
幡
に
渡
り
、

東
高
野
街
道
の
起
点
で
あ
る
八
幡
か
ら

河
内
路
を
進
み
、
河
内
長
野
を
経
て
高

野
山
に
参
詣
す
る
陸
路
は
、
疲
れ
も
倍

増
す
る
こ
と
か
ら
、
淀
川
下
り
を
選
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

　
さ
て
、
一
行
は
大
坂
か
ら
堺
（
現
大

阪
府
堺
市
）
を
通
り
、
百
舌
鳥
の
仁
徳

天
皇
陵
を
右
に
見
て
、
福
町
（
現
堺
市

福
田
町
）
、
こ
ん
こ
ん
か
く
れ
（
現
大

阪
府
狭
山
市
）
を
経
て
三
日
市
（
現
大

阪
府
河
内
長
野
市
）
に
着
く
。
大
坂
か

ら
三
日
市
ま
で
ま
で
の
距
離
が
八
里
一

八
丁
（
約
三
四
キ
ロ
）
で
あ
る
か
ら
、

淀
を
朝
に
出
立
す
る
と
堺
泊
ま
り
、
夜

の
淀
川
下
り
を
利
用
す
る
と
、
三
日
市

あ
た
り
の
泊
ま
り
と
な
る
。
 

　
こ
の
三
日
市
か
ら
天
見
（
現
河
内
長

野
市
天
見
）
を
経
て
紀
見
峠
ま
で
が
二

里
と
な
る
。
河
内
国
（
現
大
阪
府
）
と

紀
伊
国
（
現
和
歌
山
県
）
の
国
境
で
あ

る
紀
見
峠
越
の
道
は
、
高
野
街
道
と
呼

ば
れ
る
参
詣
道
で
平
安
時
代
の
初
め
に

開
か
れ
た
と
い
う
。
こ
の
道
は
往
来
す

る
人
も
多
く
、
峠
か
ら
の
眺
望
は
す
ば

ら
し
い
。
野
村
繁
栄
講
の
一
行
も
、
眼

下
の
絶
景
を
満
喫
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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　▲河内と紀州を分ける紀見峠の集落 
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